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　新中川病院へ入職したのが14年前のことです。

きっかけは横浜ほうゆう病院前看護部長の片瀬さ

んに誘われての事でした。12年の看護科長職を経

て、今年の5月1日付けで副看護部長に就任し改め

て重責を感じております。3か月余が経過し今後の

課題をあげてみました。

 第一に、医療監視を終えて見えてきた課題

 第二に、高齢者を支える優しい病院としての取組

　初めての仕事は医療監視への取り組みでした。

病棟科長としても経験していましたが、例年の重

大行事として今年は、今までとは違い副看護部

長・医療安全担当者として準備を進めました。提

出用の書類を熟読することから始まり、マニュア

ルの読み込み・点検・改訂、一つひとつの見直

し・現場の確認、関係部署との調整等・・・。

「監査までに間に合うだろうか？」不安は尽きま

せんでした。

　無事に医療監視を終え、総務課を中心に各部署

の協力を得て無事に終了したことに感謝し、改め

て新中川病院のチームワークの素晴らしさを感じ

たりしています。

　しかし、改善点も多く、出来ていると思ってい

た点が統一されてなかったり、実践されているこ

とがマニュアル化されてなかったり、医療監視だ

けのために整理整頓や変更を行ったり多くの課題

が見えてきました。今後は、普段実践しているこ

とが医療監

視へつながる現場づくりを目指し、「普段通り受

けられる医療監視」へ、それは私に与えられた新

たな課題だと感じております。

　次に当院は職員一丸となり「高齢者を支える病

院」「高齢者に優しい病院」を大切に取り組んで

おります。高齢者が安心して頼れる地域に根差し

た病院です。「こんな近くにいい病院があるのを

知らなかったわ」という家族からの嬉しい声を聴

きます。そういう声を聴く度、知ってもらうため

に何か始めようと思う気持ちが一層強くなってき

ました。出来ることから始めてみようと、早速6月

より在宅部門を中心に、院内で地域連携ミーティ

ングを立ち上げました。9月には一回目の地域交流

会を計画し動き始めています。結果が出るには時

間がかかると思いますが、焦らず一つひとつ確実

に積み上げていく覚悟です。

　今年度は、新中川病院の変革の年として、幹部

運営会議で各部署の年間目標を発表し半年ごとに

評価・修正をしながら目標達成に向けて取り組み

始めました。

　看護部も看護部長・科長を中心に、日々起こる

さまざまな事例をタイムリーに共有しながら患

者・家族の希望に沿った「NOと言わない看護」に

取り組んでいきます。今まで築きあげたことを糧

に、更なるステップアップを職員一同で目指して

いきたいと思います。
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　　　　　　　　　　　　　新中川病院　副看護部長　串田　央子

　　　　　副看護部長就任より見えてきた課題
　　　　　　～変革元年、出来ることから始めよう！～



第１８回 市民向け医療・福祉講座 開催します！

テーマ：『認知症の薬について』
◆日時：１０/２０（土） １６：００～１８：００

◆場所：横浜ほうゆう病院 デイケア内 ＜横浜市旭区金が谷649-12＞

◆定員：１００名（予約制／定員になり次第終了となります）

参加費は無料です。お申し込み・お問い合わせは下記担当まで
法人本部 福島 ☎045-810-0331／横浜ほうゆう病院 栗原 ☎045-360-8787

平成24年7月20日‐21日、鵬友会の幹部職員に対する合
同研修会が行われ、各施設の院長など総勢50名が参加。幹
部としての意識の統一を図りました。

in 箱根

開会の挨拶では、児玉理事長が「この厳しい医療業界の中で、良い
成績を上げていることは、皆様の普段の尽力の賜物。この調子で頑
張ってもらえることを願っている」と感謝の意を述べました。
続く池島常務理事の講義では、医療・介護の同時改定の要点につい

て触れ、日本の人口推移や国策の方向性（2025年計画）を示し、「こ
の医療・介護の大きな流れを常に頭に入れておいてほしい」と強調。
さらに後半には幹部職員に期待することとして、部下を育成する際の
６つのポイントを挙げ、「600名もの職員がいる今、施設を良くする
も悪くするも皆さんの腕にかかっている」と幹部職員を鼓舞しました。

◆新中川病院【一般・療養病床を持つ高齢者専門病院】：福田院長
『危機管理意識』と『経営感覚』をもっと磨いてほしい。競争が激

化している医療業界の中で、組織から選ばれた人として何百人もの従
業員の雇用を守るという責任と自覚を持って、今後もより一層の努力
を期待したい。

◆各病院長、施設長の言葉

◆横浜ほうゆう病院【認知症専門病院】：日野院長
①認知症専門病院としての自覚と行動②病院機能評価受審への準備

③前年度と同様かそれ以上の利益を目指す この３つが今年度の目標。
また、身近型認知症疾患医療センターや医療保護入院の見直しを受け、
初期の認知症への対応にも力を入れていきたい。

◆阿久和鳳荘【介護老人保健施設】：末盛施設長
当施設の現状は重症患者が多く、病院と在宅の中間施設であるとい

う老健本来の役割とは程遠い。また、今回の在宅重視の改定で点数自
体が下がっており、他の加算の取得や在宅復帰にいかに繋げていける
かが焦点となる。法人内の３病院と円滑に連携していきたい。
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